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5修士論文要旨

ビジネスプロセスの整合性から見たM&A 成功への提言
―クロスボーダーM&A 成功に向けての考察―

池尾	恭一 坂爪	裕

李	相完80930038

中村	洋

筆者は前職 LG 電子での勤務を通じて、買収された側の従

業員たちと一緒に働きながら仕事のやり方や手順がお互いに

合わないという問題を経験した。また、買収された側の従業

員たちが買収した側 (LG 電子 ) に統合されることに心理的な

抵抗を表していることも経験した。心理的な抵抗の裏には

LG 電子を格下とみる買収されたアメリカ企業 ( 格上 ) のレ

ベル感が隠れていることを感じた。筆者はこれら二つの問題、

「仕事のやり方と手順が合わないこと」と「統合への抵抗感」

は M&A 後のビジネスプロセスの整合性の問題であると考え

た。企業戦略の一つとして行われる M&A だが、このような

経験を通して、いかに戦略的に正しい M&A も M&A 後のビ

ジネスプロセスへの配慮がなければ失敗するのではないない

かと考えた。

そこで、本研究の目的は、M&A 後のビジネスプロセスの

整合性に焦点をあてた M&A 成功に向けての考察を行うこ

とである。本研究の範囲は韓国企業によるアメリカ企業買

収 ( つまりクロスボーダー M&A) で問題を認識したことから

クロスボーダー M&A に焦点を絞ることと、クロスボーダー

M&A 成功に向けての提言を行うことにした。

研究方法としては、最初に文献研究を行いビジネスプロセ

スの定義をした。それからフレームワーク ( ビジネスプロセス

の整合性に関するマトリクス ) の構築・類型化を試み、それぞ

れの類型ごとにケース分析を行った。ケース分析の範囲は格

上・格下というレベル感がクロスボーダー M&A でみられたこ

とからクロスボーダー M&A にできる限り絞ることにした。

研究成果としてはまず、M&A 後におけるビジネスプロセ

スの整合性の問題を、『格上と格下というレベル差による抵

抗感の有無』と『ワークフローの整合性』を軸に、4 つの類

型化が可能になった。それからこの類型化に基づいて行われ

たケース分析から、それぞれの類型ごとに成功へのキーワー

ドを導出するとともに、『ビジネスプロセス整合性から見た

グローバル M&A 成功への提言』を行った。


